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品川光学株式会社

౰ࣾは、高精度小径レンズ研ຏをಘҙとしている。その
精度の高さ͕ධ価され、異෼໺で͋る医療機器のਓ工ވ関
節ࠎ಄部෼の੾࡟・研ຏの試作・開発のґཔを受けた。ࠎ
಄部෼は強度の΄͔、真ٿにۙい精度͕ٻめΒれるため、
高精度の研࡟用機器、·たは真ٿ度や粗度を測定する̏次
元測定機のߪ入͕ඞਢで͋ͬた。所属している医療機器事
業化研究ձに૬ஊをしたとこΖ、΋のͮ り͘ิॿ金制度を活
用しての機器導入をקめΒれた。製品の精度をূ明するに
は、信པできるデータ͕ඞཁとߟえ、大手企業͕採用し、
に実੷の͋るアメリカ製の̏次元プロファイラーシステムط

（非接触ٿ面形状測定器）のߪ入をܾ定。
಄部෼の材料は、東北大ֶ金属材料研究所のઍ༿থࠎ

඙教त͕開発し、岩手זݝੴ市の資材メーカー͕製造した
「コバルトクロムモリブデン合金（コバリオン）」を使用。

ਓ工ވ関節の大଼ࠎ಄に͋たる「ボール（·たはヘッド）」
と、ӓ （֖きΎ͏͕い）ଆで関節面の໾ׂをՌたす「ライφー」
には、高精度ͳٿ面͕ٻめΒれる。耐ຎ໣性に༏れたコバ
リオンは·さに適材といえる。ボールとライφーは真ٿにۙ
い΄Ͳফ໣͕軽減され、ਓ工ވ関節の耐久性を高めΒれる
͕、そこにࢸる·でには௕೥のݧܦとؒ࣌、コストをཁする
ことにͳる。これΒの՝୊をղܾすることをୈ一の目的とし、
材料に加え、加工技術とと΋に、メイド・イン・岩手のਓ工
。関節開発͕スタートしたވ

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

ਓ工ވ関節のボールとライφーは、コバリオンの丸棒͔Β
加工を֎部に࡟状に加工をした。これ·では、最ॳの੾ٿ
ҕୗしたޙ、仕上げ加工とͳる௒精密੾࡟を౰ࣾでͬߦて
いた。とこΖ͕、この加工では、真ٿ度͕ �� ʙ ��ЖN に
とͲ·り、੾ؒ࣌࡟や研ຏに΋͔ͳりのؒ࣌をཁするとい͏
໰୊͕生͡た。これΒを改善するため、岩手ݝ工業技術セ
ンター͕保有する NC ટ൫でボールとライφーの੾࡟加工
を試みた͕、精度の大෯ͳ改善にはࢸΒͳ͔ͬた。

そこで、同センターの̑࣠マシニングセンターで੾࡟をͬߦ
てみたとこΖ、目ඪ真ٿ度の ��ЖN（マイクロメートル）
Ҏ内にͳͬた。さΒに、౰ࣾの R ટ൫で௒精密੾࡟加工を
面形状測定器でٿい、研ຏした試作品を導入した非接触ߦ
測定したとこΖボールの真ٿ度 5��ЖN、真ԁ度 ���ЖN、
ライφーにおいては、真ٿ度 ��5ЖN、真ԁ度 ���ЖN に·
で精度を高めること͕できた。

面形状測定器は、レーٿ入した非接触ߪճ、ิॿ金でࠓ
βー用小径レンズの粗度測定に΋活用すること͕できると൑
明。小径レンズは、表面の粗さ͕小さけれ͹小さい΄Ͳ拡
散せͣにレーβー光͕通աするため、効率の良いパワーを
ಘること͕できる。メーカー͕ཁٻして る͘表面粗度は、光
ֶガラスの B, ̓で ��5ON（φノメートル）ʙ ���ON と͔
ͳり難しい਺஋で͋る。これΒをクリアするため、研ຏࡎや
加工条件をมえͳ͕Β試ߦし、ଈ࠲に非接触ٿ面形状測定

੒Ռ
非接触球面形状測定器の導入により、
高水準製品を提供できるようになった。
また、納品後の再測定の必要がなく
なったことで、納期の短縮、及び効率
化に成功。医療分野はもとより、小径
レンズ分野の販路拡大が期待できる。

Ңܦ
光学分野で培った切削・研磨技
術を応用し、高精度な球面が
要求される医療用人工股関節
の開発を行う。同時に、レーザー
用小径レンズ加工の精度向上・
加工時間の短縮化を図る。

಺༰ࢪ࣮
非接触球面形状測定器を用いて医療用股
関節の骨頭部分の表面粗度を測定し、最
適な研削条件を導き出す。レーザー用小
径レンズの表面粗度も測定することで、拡
散せずにレーザー光がレンズを通過する、
高精度な製品開発を行う。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

これ·で、真ٿ度を測るためには、技術者のצや֮ײに
པΒ͟るをಘͳい部෼΋͋り、精度に不確実性͕ͬ࢒ていた。

·た、レーβー用小径レンズで΋測定͕ࠩޡଟいこと͕՝
୊で͋ͬた。非接触ٿ面形状測定器の使用で、クライアン
ト͕ཁٻするࠩޡのൣғを定量的に計測できるよ͏にͳり、
高品࣭の商品を提ڙՄ能とͳͬたのは大きͳ成Ռといえる。

小径レンズにおいては、レンズの偏ਊを測定するਊ取測
定器を新たに導入したことにより、測定するレンズはݦඍڸ
のホルダ上で自動ճసし、ͳお͔ͭಡみ取ͬた਺ࣈをパソコ
ンで自動計測。ৼれެࠩを入力しておͩ͘けで合൱の൑断
をすること͕できる。ޙࠓはクライアントとのトラブル軽減͕
期଴される。

器で粗度の測定とい͏作業を܁りฦしͬߦた。その݁Ռ、メー
カー͕ر๬する਺஋Ҏ上の਺஋を導き出すことに成ޭ。信
པ度͕高い非接触ٿ面形状測定器͕は͡き出す஋は、メー
カーଆの࠶検ূのඞཁ΋ͳいため、効率化͕ਤΒれるとの
ධ価をಘた。

コバルトクロムモリブデン合金は、௕期ؒ体内にຒめ込Μ
で΋෗৯しͳい΄͔、ຎ໣΋しに い͘ため、ਓ工関節や݂؅

非接触球面形状測定器で誤差を定量的に測定。
品質確保及び製作期間の短縮が可能に。

コバルトクロムモリブデン合金から加工した
メタル・オン・メタルの人工股関節。

レンズ芯取測定器の導入によりレーザー用小径レンズの
測定誤差を解消することに成功。

超精密切削加工を可能とするコバルト合金専用の
バイト（刃）。

「真球の精度を継続的に高め、将来的に
は製品化を目指す」と語る白井光一社長。

医療・バイオ

一般光学ガラス材料、難硝光学ガラス材料（低
分散材料）、結晶光学材料（蛍石、ゲルマニウム、
シリコン、石英、水晶等）の研磨

用ステントͳͲ、医療用インプラントへの活用͕期଴できる。
ଞ͕ࣾਓ工ވ関節の製作に̐ؒ࣌をཁするのに対し、౰

ࣾでは �5 ෼とい͏短ؒ࣌でཁ๬の真ٿ度にୡすること͕で
きるの΋大きͳ自信にͳͬた。コスト面で΋༏Ґ性͕持てる
こと͔Β、医療機器メーカー͔Βの受ୗ開発のՄ能性͕高

ͳ͘ること͕༧૝される。
·た、ຊ事業における付加成Ռとして、レーβー用小径

レンズの精度を高めること͕できたことは、ޙࠓの事業ల開
への஄みとͳͬた。製品を非接触ٿ面形状測定器です͙に
計測でき、੾࡟や研ຏにフィードバックをすることで、高付
加価஋の商品ల開͕期଴される。

関節の試作品のചވいͳ͕Β、ਓ工ߦは市場調査をޙࠓ
り込み先を୳し、さΒに試作加工をੵみॏね、商品の׬成
を目ࢦす。
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